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1  は じめに

東北農業試験場 (現 東 北農 業研 究セ ンター )

は,平 成2年 に油にエル シン酸 を含 まないアサ カ

ノナ タネ とキザ キ ノナ タネ を育成 し,国 産ナ タ

ネ油を良質化 した。

国産ナ タネ は,油 を絞 つた後の粕 を もつば ら

肥料 と して使 用 して る。 この粕に含硫 配糖体 で

あるグル コシ ノ レー トが含 まれ ている。 グル コ

シノレー トは油 を絞 る ときに分解 し, この分解

物 が家 畜 (鶏 や豚 )へ 有害性 を示す とされ る。

カナ ダではす でにエ ル シン酸 とともにグル コシ

ノ レー ト含有率 も低下 したナ タネ (カ ノー ラ と

呼 ばれ る)を 1974年 に育成 した。 アサカ ノナ タ

ネ とキザキノナ タネは無エルシン酸であつたが ,

グル コシノ レー ト含量が高 く,カ ノー ラに相 当

す るナ タネは国内では栽培 されて こなかつた。

そ こで ,カ ノー ラ並 の成分特性 を もつ新 品種の

育成 をめざした。

2 試験方法

昭和 63年度 (平 成元年 5月 )に 東北農業試験場

(盛 岡試験地)に おいて,エ ルシン酸 を含むが ,

耐倒伏性 と耐寒雪性が強 く,多 収な盛系188を 母

と し,エ ル シン酸 を含 まず ,低 グル コシ ノレー

トで耐寒雪性 が強 い KARAT(JP4 06 85)を 父 と

して人工交配 を行 い,低 エル シン酸で低 グル コ

ンノレー トの F3個 体 を選抜 し,平成4年 度 よ り

系統育種法 に よつて無エル シン酸・低 グル コシ

ノレー ト系統の選抜・固定を図 つた。平成8年 度

よ り 「東 北90号 」の系統名 を付 して生産 力検 定

試験 ,青 森 県畑 作園芸試験場 において奨励品種

決 定基本調査 ,鹿 児島県農試 大隅支場 において

特性検 定試験 (耐 病性 )の 他 ,山 形 県農業試験

場 な ど 6場所 において栽培試験 に供 した。 この

間 ,山 形県三川町 よ り栽培 を要望 され たので ,

種苗法 に基づ く品種登録 を出願 し (平 成 12年 12

月,第 13063号 ),平 成 14年 12月 にはキラ リボ シ

(な たね農林 48号 )と 命名 された。

3 試験結果及び考察

(1)キ ラ リボシの特性概要

1 形態的特性 (表 1)

草型は “Ⅲ"で ,第 2本 葉の形は “楕 円形 ",

葉色 は “緑 "で ,葉 の欠刻 は “深 く",葉 及 び

茎・ 奏 のア ン トシアニンは “無 "で ある。 花色

は “黄 色"で ,約 の赤 点 は “無 い "。 草丈 はア

サカ ノナ タネ より長 く,キ ザキ ノナ タネ よ り短

い “やや長 "に 属す る。 アサカ ノナ タネ に比べ

て,第 1次 分枝数 は少ない “少 "で ,穂長 は長

い
°
長 ", 1穂 爽数 は多 く “やや 多"で ,奏 長

は長 い “や や短 ", 1奏 結実数 は同程度 の “中

"で あ る。 粒色 は “黒 ～灰 黒 ",粒 大整否 はア

サカノナタネ よりやや整 つてお り “整"で ある。

2 生態的特性 (表 1)

春 まき性 程度 は “中"に 属 し,ア サ カ ノナ タ

ネ よ り低い。 アサカ ノナ タネ よ り抽 苔期 は 12日

遅い
°
やや 晩 ",成 熟期 は 同程度 の “中"で あ

る。耐倒伏性 はアサカ ノナ タネ よ り強 く,キ ザ

キノナ タネ よ り弱い “やや強"で あ る。寒 雪害

に対 しては “やや強"で あ り,ア サカ ノナ タネ

よ り強 いが ,キ ザキ ノナ タネ よ りは弱い。 菌核

病抵抗性 はアサカ ノナタネ よ り強 く,キ ザ キ ノ

ナタネよ り弱い “やや強"で ある。

収 量性 はアサカ ノナ タネ よ り優 るがキザ キ ノ

ナ タネ よ りは少 な く,“ やや 多"で あ る。 千粒

重はアサカ ノナタネ と同程度の “中"に 属す る。

3 品質的特性 (表 1)

乾物 当た りの合油率 は434%の “中"で ,ア

サ カ ノナ タネ よ りやや高い ,油 中のエル シン酸

は00%で アサカ ノナタネ ,キ ザキノナタネ と同

じく “無"で ある。 油粕 中の グル コンノレー ト

含量は14 6μ mo1/gの “少"で あ り,ア サカ ノナ

タネ ,キ ザ キ ノナ タネ よ り少 ない。 カ ノー ラは

エル シン酸 1%以 下,グ ル コシノレー ト含量 20μ

mo1/g以 下であるので,キ ラ リボシは この成分条

件 を満た している。
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表 1 キラ リボ シの特性 概 要
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図 1 各試 験 地 にお け る キ ラ リボ シの 子 実 成 分

グル コシ ノ レー トは過 去 2カ 年 ,エ ル シン酸 と油

合 量 は 3～ 5カ 年 の 平均。 山形 県 の グル コ シ ノ レ

ー トは欠 測。
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注 平成 8～ 12年 度 (東 北農研 )の 平均値。含油

率 とエルシン酸は平成 8～ 13年 度 , グル コシノレ

ー トは平成8～ 10年 度。

(2)地 域における適応性

6場 所 において,キ ラ リボシの乾物 当た り油合

量 は402%(鹿 児島 県)～ 4580/0(山 形 県)で
あ り,南 ほ ど低 い傾 向がみ られ た (図 1)。 山

形 県の標 準 と したアサ ヒナ タネ の油含量は492
0/0で , キラ リボ シの方 が低 かつた。 エル シン酸

は鹿 児 島 県が 10%で あったが ,他 は ほぼ 0%で

あった。 グル コシノレー トは H3(青 森 県)～
18μ mo1/gと 20 μ mollg以 下であつた。以上のこ

とよ り,キ ラ リボ シのカ ノー ラ並の成分特性 は

地域 を通 じて安定 してい ることが判 明 した。

キ ラ リボ ンの子実収量は九州 沖縄農研 が389
kg/aと 最 も多 くな っていたが,標 準品種の オオ

ミナ タネ比 では90%で あ つた (図 2)。 福 島 県

の2場 所 がアサ カ ノナ タネ に比で 100%を 越 えて

いた。 山形県ではキ ラ リボ シの子実収 量は219
kg/aで ,標 準 としたアサ ヒナ タネ (24 0kg/a)に

は及ばなかった。

キラ リボ シの成熟期 は鹿 児島県の5月 21日 が最

も早 く,最 も遅い青森県 は 7月 7日 で あつた。鹿

児 島県 と九沖農研 ではキラ リボシの成熟期 はオ

オ ミナ タネ に比べて6日 遅かつた。福島県・会津

の キラ リボ ンはアサ カ ノナ タネに比べ て成熟期

が 3日 遅かつたが,福 島県・本場は6月 22日 ,山
形県では6月 18日 とな り,標 準品種 と同 じであつ

た。 一方 ,青 森 県では 2日 早 くな つていた。 以

上の ことよ り,熟期 の点か らキラ リボ シは東 北

南部が適地 と思われ る。

図 2 キラ リボシの各試験地におけ る子実重 と

対標準比 (%)
かっ こ内は各試験地の標 準品種。2～ 5カ 年の

平均。

4 ま とめ

キ ラ リボ シは子実 中にエル シン酸 を含 まず ,

かつ低 グル コシノ レー トのナタネ と しては 日本

で初めて実用栽培 され る品種であ り,山 形 県で

作付 け され る。成熟期 はアサ カ ノナ タネ並 の 中

生 ,ア サカ ノナタネ に比べ る と多収 であ り,菌

核病抵抗性 ,耐 倒伏性 お よび寒 雪害抵抗性 に優

れ る。 ナ タネ は他 品種や カプな どアプ ラナ科野

菜 と交雑す るので ,採 種 にあつたては注意 が必

要である。
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